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 本市では、「島田市環境基本計画」や「島田市地球温暖化対策実行計画」等の計画に基づき、様々な環境

に関する施策を実施しています。これらの施策の実施状況について、島田市環境基本条例第８条に基づき、

年次報告書である「島田市環境報告書」を作成し、公表しています。 

 「島田市環境報告書（平成2６年度版）」は、平成2５年度における各種の環境施策の実施状況や環境測

定の結果による市内の環境の現状等について取りまとめ、市民の皆様に報告するものであるとともに、環

境基本計画や地球温暖化対策実行計画の進捗状況を把握し、検証するための資料となるものです。 

 

 

 

２－１ 環境行政の枠組み 

 本市の環境行政は、島田市環境基本条例に基づき、市全体の環境の保全及び創造に向けた基本的な姿勢

及び取組を定めた「島田市環境基本計画」と、行政としての率先的な実行計画である「島田市地球温暖化

対策実行計画」を２本の柱として、各種の環境施策を推進しています。 

 また、地球温暖化対策実行計画と相互に補完し合い、より効果的・効率的に地球温暖化防止対策を推進

するために、環境マネジメントシステムである「エコアクション21」を認証・取得し、運用しています。 

そして、環境基本計画、地球温暖化対策実行計画及びエコアクション21の着実な推進と円滑な運用を図

るため、「島田市環境管理システム」により進行管理を行っています。 

 

環境行政の枠組み（イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

序章 島田市環境報告書の概要 

１ 環境報告書の目的と役割 

２ 島田市の環境行政 

条 
例
・
計 

画 

島田市環境管理システム 

≪島田市全体の環境の保全及び創造≫ 

＜行政活動に伴う環境負荷の低減＞ 

島田市環境基本条例 

島田市環境基本計画 島田市地球温暖化対策実行計画 エコアクション21

市民・事業者 

協働（取組項目の実施） 



 - 2 -

２－２ 島田市環境基本計画 

今日の地球温暖化に代表される地球環境問題は、日々その深刻さや複雑さを増してきています。加害者

と被害者とがはっきりと目に見え、その問題範囲も限定されていた公害問題と違い、現在の環境問題は「大

量生産・大量消費・大量廃棄」という我々自身の生活のあり方に起因する、いわば私たち自身が加害者で

あり被害者でもある問題となっています。 

これらの問題を乗り越え、私たちの社会システムを持続可能なものに転換していくためには“Think 

globally, Act locally（地球規模で考え、地域で行動する）”の言葉どおり、私たち一人ひとりが地球全体

のことを考えながら、地域から価値観や思考・生活スタイルを転換するための地道な取組を自発的に行っ

ていかなければなりません。 

このような状況を踏まえ、本市では、平成13年３月に「島田市環境基本条例」を定め、平成15年３月

に「島田市環境基本計画」を策定しました。また、計画期間の中間年にあたる平成20年度には、計画の

進捗状況を把握・評価することにより、計画の取組項目や指標等を見直す「中間見直し」を実施し、

環境基本計画第3章の一部改訂を行いました。 

その後、計画期間が満了を迎える平成24年度末には、社会動向の変化や新たな課題に対応し、本市の良

好な環境を将来の世代に引き継いでいくため、新たな「第２次島田市環境基本計画」を策定しました。計

画の概要は下記のとおりです。 

平成25年度からは、同計画に基づき、様々な環境施策や環境に配慮した取組を推進しています。 

 

 

第２次島田市環境基本計画の概要 

 

（１）計画の期間 

  計画の期間は、平成25年度から平成34年度までの10年間とします。 

なお、社会経済及び環境の状況の変化や、計画の進捗状況並びに他の計画等との整合を図るため、平

成30年度に中間見直しを実施します。 

 

（２）計画の対象とする環境の範囲 

  計画の対象とする環境分野は、自然環境、生活環境、資源循環、地球環境、環境教育・環境保全活動

とします。 

 

（３）計画の対象地域 

  計画の対象地域は、本市全域とします。 

ただし、地球温暖化や水資源などの課題については、必要に応じて広域的に対応します。 

 

（４）計画の推進主体 

  計画を推進する主体は、市・市民・事業者とします。 

各主体は、島田市環境基本条例に規定されている責務を果たすとともに、互いに連携し、一体となっ

て計画の目標の達成に向けて協力していくことが必要です。 
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第２次島田市環境基本計画の体系 

 

 

 

 

 

1-1 川や水を守る 

1-2 森林を守る 

1-3 農地を守る 

1-4 自然とのふれあいや多様な生き物を守る 

  

2-1 公害対策を進める 

2-2 きれいな水を守る 

2-3 きれいな空気を守る 

2-4 静かな環境を守る 

2-5 有害化学物質対策を進める 

  

3-1 ３Ｒでごみを減らす 

3-2 ごみを正しく処理する 

3-3 ごみのないまちづくりを進める 

3-4 グリーン購入・地産地消を進める 

  

4-1 地球温暖化対策を進める 

4-2 省エネルギーを進める 

4-3 再生可能エネルギーの利用を進める 

4-4 低炭素型まちづくりを進める 

  

5-1 環境教育・環境学習を充実させる 

5-2 環境情報を発信する 

5-3 環境保全活動を活発にする 

 

 

 

 

※第２次島田市環境基本計画の本編は、島田市ホームページや情報公開コーナー（島田市役所、金谷

南支所、金谷北支所、川根支所）でご覧ください。 

 

 

基本目標 取組の方向 

１ 自然環境の保全 

望ましい環境像 

2 生活環境の保全 

３ 資源循環の推進 

４ 地球環境の保全 

５ 環境教育・環境 

保全活動の推進 

大
井
川
が
育
む 
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ど
り
豊
か
な
自
然
と
共
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す
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資
源
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２－３ 島田市地球温暖化対策実行計画 

「地球温暖化対策の推進に関する法律」（平成10年法律第117号）第20条の３では、地方公共団体の事務

及び事業に関して、温室効果ガス排出の削減のための実行計画の策定・公表が義務づけられています。 

本市では、平成16年３月に「島田市地球温暖化防止実行計画」（計画期間：平成16年度～22年度）を

策定し、地球温暖化対策を推進してきました。また、市町村合併に伴い、平成19年２月に全体目標などの

中間見直しを行いました。 

そして、計画期間が満了を迎える平成22年度末には、地球温暖化対策を強化し、率先して温室効果ガス

の排出量削減に向けた取組を推進していくための次期計画として、新たな全体目標を設定した「島田市地

球温暖化対策実行計画」を策定しました。 

平成23年度からは、同計画に基づき、市の全ての事務・事業において、環境負荷低減のための取組を進

めています。 

 

 

 

 

 

 

取組方針 取組目標 
目標値 

（平成27年度） 

①施設におけるエネルギ

ーの有効利用 

◎電力の使用量（※1） ５％削減 

◎Ａ重油の使用量 ５％削減 

◎灯油の使用量 ５％削減 

◎LP ガスの使用量 ５％削減 

◎都市ガスの使用量（※2） － 

②自動車におけるエネル

ギーの有効利用 

◎ガソリンの使用量 ５％削減 

◎軽油の使用量 ５％削減 

③水の有効利用と健全な

水循環の形成 
○水の使用量 ５％削減 

④事務用品の購入・使用

における環境配慮 

○用紙の使用量（A4 版換算） 12％削減 

○グリーン購入率 100％ 

⑤廃棄物の減量化・リサ

イクルの推進 
○可燃ごみ排出量 10％削減 

⑥化学物質等の適正管理 
◎代替フロン封入機器廃棄時の適正回収率 100％ 

○特定フロン封入機器廃棄時の適正回収率 100％ 

⑦公共工事に伴う環境負

荷の低減 
○建設廃材の再資源化率  95％ 

※：表中の「◎」は、温室効果ガス排出量の削減に直接関わる項目 

※1：電力使用量は、電力事業者等より購入している電力量 

※2：「都市ガス」は、二酸化炭素排出係数が小さく、燃料転換の受け皿となるため、削減目標は設定してい 

  ない。 

全体目標：温室効果ガス排出量を、平成21年度を基準として平成27年度までに５％削減する 
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２－４ エコアクション21 

 エコアクション21とは、「環境への取組を効果的・効率的に行うシステムを構築・運用・維持し、環境

への目標を持ち、行動し、結果を取りまとめ、評価し、公表する」ための方法として、環境省が策定した

環境マネジメントシステムで、中小企業、学校、公共機関などの幅広い事業者を対象としています。 

エコアクション21では、ＰＤＣＡサイクルを基本としており、取組の不足している点や見直しが必要な

箇所を的確に把握し、「継続的改善」を図っていくことを目的としています。エコアクション21は、環境

への取組の推進だけでなく、光熱水費などの経費の削減なども可能となっています。 

 本市では、事業者としての温室効果ガス排出量の削減を含む環境配慮活動について、前記のとおり「島

田市地球温暖化対策実行計画」（以下「実行計画」という。）を策定しています。実行計画で定めている温

室効果ガス排出量の削減をさらに促進するため、平成21年１月に島田庁舎・第二庁舎・第三庁舎を範囲と

して、エコアクション21を認証取得しました。 

その後も、中間審査、更新審査に併せて、段階的に認証・登録範囲を拡大し、平成24年度には対象とな

る全ての施設について認証・登録を取得しました。 

また、本市では、事業所を対象にエコアクション21認証取得セミナーを開催しています。市内事業所に

おいても、様々な業種の事業所が認証取得しており、平成2５年度末時点で、6７事業所が認証取得してい

ます。 

 

２－５ 島田市環境管理システム 

本市では、下記に示した「島田市環境方針」（環境保全に対する組織の基本的な姿勢）に基づき、環境管

理システムを構築しています。 

環境管理システムとは、Plan（計画）→Do（実施及び運用）→Check（点検・評価）→Action（見直

し）というサイクルに沿って取組を実践することにより、事業活動に伴う環境影響を継続的に改善してい

くものです。 

前記の環境基本計画、地球温暖化対策実行計画及びエコアクション21の円滑かつ効果的な進行管理を行

うために、「島田市環境管理システム」を運用しています。 
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針
 

Ｐｌａｎ（計画） 
  ・環境側面の特定 
  ・環境目的、環境目標、環境マネ 

ジメントプログラムの設定 
  

Ｄｏ（実施及び運用） 
 

・計画に基づく取組の実行
  

Ｃｈｅｃｋ（点検・評価）
 

・日常的な監視及び測定 

 
  ・監査及び取組状況の評価 
 

Ａｃｔｉｏｎ（見直し） 
  

・点検・評価結果を踏まえた計画 
内容の見直し 

  

サイクル継続 

による環境影響 

の改善 

田 市島 
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